
 

令和４年 11 月 21 日 

第二管区海上保安本部 

 

 

 

冬季海難防止活動を開始します！ 
～冬季の荒天時における船舶事故ゼロをめざして～ 

 

 

１ 実施期間  

令和４年 12月１日（木）から令和５年３月 31日（金）までの間 

 

２ 活動内容  

（１）安全指導・啓発活動 

各種船舶、船舶代理店等を訪問し、リーフレット等を活用して、荒天に備えた

対策の指導や周知活動を実施します。 

（２）情報提供体制の強化 

   荒天が予想される場合、ＡＩＳメッセージ及び国際ＶＨＦ無線電話を利用し

た情報提供体制の強化を図ります。 

 

３ 船舶等への主な指導事項  

（１）最新の気象・海象情報の入手 

（２）荒天が予想される場合の早期避難 

（３）荒天時の錨泊中における適切な見張りの徹底 

東北地方では、北西からの強い季節風が連吹するシーズンを迎え、船舶の走錨に

起因する乗揚げ海難など、船舶事故の発生リスクが高まります。 

平成 25～28 年には、日本海側で暴風による外国貨物船の乗揚げ海難が立て続け

に発生しています。また、発達した低気圧の影響で漁港等に係留中の小型船舶が転

覆する海難が毎年のように発生しています。 

第二管区海上保安部と各海上保安部署では、以下の活動を展開し、官民一体とな

って、冬季の荒天に起因する船舶海難ゼロを目指します。 

 

 
 

【問合せ先】 
第二管区海上保安本部 

交通部航行安全課長 錦部 忠幸 

電話 022-363-0111（内線 2620） 




